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８月23日（木）８月の「電気使用安全月間」に
ちなみ、市内の高齢者一人暮らし世帯等の電気事
故防止のため、「平成19年度ひとり暮らし高齢者世
帯等の電気設備無料点検」が行われた。
これは、電気工事関連の19事業者で構成される

「南城市電業会」が主催し、各地区の民生委員のご
協力で、今年度は85世帯を訪問し分電盤のネジの
ゆるみや絶縁不良等の点検を行った。
点検を終えた世帯からは「電気機器は良くわか

らなくて、こうして専門の方に点検してもらえる
ととても助かる」などの喜びの声が聞かれた。

８月29日（水）玉城中学校合唱部が２年連続九
州大会出場の報告に市長室を訪れた。
合唱部は、７月22日（日）に行われた県大会で

２年連続の金賞を受賞、９月に行われた九州合唱
コンクールへ出場した。
合唱部は、吹奏楽部と兼部していて、練習は土

日に集中的に行ってきた。
合唱部部長、比嘉寿々菜さんは「一生懸命練習

して九州大会の切符を手に入れた。これまでの練
習の成果を発揮したい」と抱負を述べた。

８月22日（水）交通安全啓蒙のため全国をキャンペ
ーンしている全国交通安全キャラバン隊が南城市を訪
れ、大里農村改善センターにて受入式が行われた。
キャラバン隊は、22日から３日間、沖縄本島から八

重山までキャンペーンを行った。
玉城一夫全国交通安全母の会専務理事から内閣官房

長官メッセージを受け取った古謝市長は「道路を利用
する市民一人ひとりが交通ルールを守り、自覚してい
くことが大事。市でも交通安全に関する諸活動を展開
していく」と決意を述べた。

夏休み少年少女アイススケ－ト教室が全体で69名の
参加で、７月23日（月）～24日（火）にスポ－ツワ－
ルドサザンヒルアイスアリ－ナで行われた。
この教室はアイススケ－トを楽しく学ぶことを目的

に開催され、全員が転び、立ち、滑りを笑顔で繰り返
した後、初級、中級、上級の３クラスに分かれて、各
レベルに合ったスケ－ティングの練習が行われた。
受講した子供たちは、元気いっぱいにバックスケ－

トを滑れる上達を見せてくれ、最後まで真剣な顔で、
教室に取り組んでいた。
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９月５日（水）南城市における家畜の改良と家畜
経営の発展を図るため、第２回南城市畜産共進会が
南部家畜市場で開催された。
畜産共進会には、市内各地域から肉用牛49頭、種

豚14頭、山羊30頭が出品され、どの部門でも改良の
あとがみられ、レベルの高い共進会となった。
入賞者は、南城市代表として10月４日（木）に行

われた南部地区畜産共進会へ派遣された。

８月20日（月）平成19年度南城市中学生・高校
生海外短期留学報告会が大里庁舎で行われた。
報告会には、海外短期留学実行委員会委員や教

育委員、社会教育委員、各学校長や市議会議員な
ど関係者が多数参加し、短期留学の参加者からア
メリカでの活動報告を受けた。
参加者からは「英会話は得意ではなかったが、

ジェスチャーを交えて会話することができた」「英
語が以前より好きになった」「自分の目標を見つめ
直す機会になった」などの感想があり、多くの成
果があった短期留学となった。

９月13日（木）農業委員会委員の辞令交付式が
市長室で行われた。今回の辞令交付式は、沖縄県
農業協同組合より推薦され選任委員であった瑞慶
覧長輝さんが６月28日付で退任され、後任として
熱田守さん（字大城）が推薦、任命された。
古謝市長から辞令を交付された熱田さんは「南

城市の農業振興のため微力ながら頑張りたい」と
抱負を述べた。
熱田さんの任期は、前任者の残任期間である平

成21年９月30日までとなる。
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盆行事が終わった旧７月16日にあたる８月28日（火）豊年を祈願し各地でヌーバレーが行われた。
中でも盛大に行われた知念字知名、安座真、久手堅、佐敷字津波古のヌーバレーでは、区内外から

多くの参加者が集まり舞台で披露される芸能を楽しんだ。
知名区では、道じゅねー後、知名農村公園に設置された舞台へ移り、ヌーバレー保存会・青年会に

よる「長者」を皮切りに胡蝶の舞、仲里節まで31の演目が行われた。
また、９月１日（土）に行われた佐敷字津波古のヌーバレーでは棒術や区で行われるのは12年ぶり

となる天人（アマンチュー）が披露された。
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市
が
策
定

を
進
め
て
い
る

総
合
計
画
に
市

民
の
声
を
反
映

さ
せ
よ
う
と
、

南
城
市
ま
ち
づ

く
り
市
民
会
議

（
上
間
一
昭
座

長
・
委
員
24

人
）
の
代
表
６

人
が
８
月
24
日

（
金
）、
古
謝
市

長
に
提
言
書
を

提
出
し
ま
し
た
。

提
言
は
、
各
委
員
の
ま
ち
づ
く
り
に
対
す
る
夢
や

理
念
を
中
心
に
掲
げ
た
「
10
の
基
本
的
提
言
」
と
題

し
た
総
論
と
、
会
議
で
の
核
心
的
な
討
論
の
成
果
で

あ
る
「
10
の
緊
急
的
提
言
」「
10
の
オ
ン
リ
ー
ワ
ン
提

言
」
の
各
論
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

上
間
座
長
は
、「
市
民
の
目
線
で
見
た
、
市
民
で

な
い
と
出
せ
な
い
提
言
と
な
っ
た
。
南
城
市
に
は
オ

ン
リ
ー
ワ
ン
が
た
く
さ
ん
あ
る
。
今
後
と
も
市
民
が

提
言
で
き
る
パ
イ
プ
を
持
っ
て
ほ
し
い
」
と
語
っ
て

い
ま
し
た
。
ま
た
、
提
言
を
受
け
た
古
謝
市
長
は

「
ま
ち
づ
く
り
に
は
市
民
参
加
が
必
要
。
皆
さ
ん
の
熱

い
思
い
を
総
合
計
画
に
活
か
し
、
南
城
市
な
ら
で
は

の
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
た
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

市
民
会
議
は
公
募
の
委
員
24
人
が
４
月
か
ら
８
月

ま
で
７
回
の
会
議
を
持
ち
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
形
式

で
活
発
に
議
論
を
続
け
、
多
岐
に
わ
た
る
提
言
を
全
55

頁
に
ま
と
め
ま
し
た
。

な
お
、
各
論
の
み
だ
し
は
次
の
と
お
り
で
す
。

（
10
の
緊
急
的
提
言
）

q
沖
縄
で
初
め
て
の
文
教
都
市
条
例
を
早
急
に
制
定
す

る
。

w
市
を
二
分
す
る
よ
う
な
政
策
・
対
策
を
と
ら

な
い
よ
う
に
す
る
こ
と
。「
合
議
と
合
意
」
に
よ
る
市

民
と
行
政
の
協
力
・
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
体
制
を
推
進

す
る
。

e
乱
開
発
を
制
限
す
る
景
観
保
全
条
例
を
早

急
に
制
定
す
る
。

r
南
城
市
の
自
然
資
産
で
あ
る
海

に
つ
い
て
、
早
急
な
土
砂
流
出
防
止
条
例
の
制
定
、
自

然
海
岸
の
保
全
と
再
生
、
イ
ノ
ー
（
礁
池
）
の
保
全
・

再
生
と
積
極
的
な
活
用
を
促
進
す
る
。

t
新
市
の
資

産
で
あ
る
人
材
バ
ン
ク
、
人
材
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
形

成
・
構
築
す
る
。

y
早
急
に
高
齢
者
の
貴
重
な
人
生

経
験
の
聞
き
取
り
を
蓄
積
す
る
。
そ
れ
を
市
の
財
産
と

し
て
、
教
育
と
子
供
た
ち
の
「
生
き
る
力
」
の
育
成
に

活
用
し
て
い
く
。
u
市
街
地
に
お
け
る
商
業
者
の
保
護

と
大
規
模
商
業
施
設
や
本
土
系
資
本
に
依
存
し
な
い
地

域
活
性
化
を
実
現
す
る
。

i
急
速
に
失
わ
れ
つ
つ
あ

る
方
言
の
継
承
と
伝
統
的
で
民
俗
的
な
芸
能
・
民
謡
・

童
謡
・
遊
び
・
民
話
等
の
口
頭
伝
承
を
活
用
し
た
感

性
、
情
操
の
形
成
を
推
進
す
る
。

o
就
学
前
の
子
供

た
ち
の
医
療
費
無
料
化
等
の
他
市
町
村
に
先
駆
け
た
社

会
基
盤
整
備
に
よ
り
、
若
い
世
代
が
住
み
や
す
く
、
流

出
を
防
ぎ
、移
住
し
や
す
い
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
す
る
。

!0
ご
み
の
不
法
投
棄
の
根
絶
と
市
民
の
公
衆
道
徳
意
識

を
形
成
す
る
。

（
10
の
オ
ン
リ
ー
ワ
ン
提
言
）

q
全
国
に
先
駆
け
た
オ
ン
リ
ー
ワ
ン
の
霊
育

（Spiritual

）
を
推
進
す
る
。

w
他
市
町
村
に
先
駆

け
て
、「
い
の
ち
と
人
間
の
尊
厳
」
を
基
本
と
し
た
地

域
社
会
を
構
築
す
る
。

e
沖
縄
野
菜
、
ハ
ー
ブ
、
薬

草
等
の
植
物
資
源
を
有
効
活
用
す
る
。

r
県
内
有
数

の
水
量
と
水
質
を
持
つ
湧
水
等
の
水
資
源
を
有
効
活
用

す
る
。

t
世
界
遺
産
を
中
核
と
す
る
聖
地
・
史
跡
・

憩
い
の
空
間
を
生
か
し
た
観
光
を
促
進
す
る
。

y
旧

暦
を
活
用
し
た
伝
統
文
化
・
芸
能
の
継
承
・
交
流
と
地

域
活
動
の
再
発
見
を
促
進
す
る
。

u
市
民
自
身
が
新

市
を
深
く
理
解
で
き
る
タ
ウ
ン
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
を
実
施

す
る
等
、
地
域
文
化
遺
産
の
掘
り
起
こ
し
に
よ
る
市
民

ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
形
成
を
促
進
す
る
。

i
「
南

城
市
子
供
議
会
」
等
に
よ
り
未
来
ビ
ジ
ョ
ン
づ
く
り
に

子
供
た
ち
の
参
加
を
は
か
る
。「
市
内
留
学
」「
子
供
国

際
交
流
使
節
」
等
の
実
施
に
よ
る
旧
四
町
村
間
の
子
供

た
ち
の
交
流
と
相
互
理
解
を
促
進
す
る
。

o
地
域
の

安
全
・
安
心
の
中
核
セ
ン
タ
ー
と
し
て
、
公
民
館
や
集

会
場
を
活
用
し
た
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
形
成
を
推
進
す

る
。

!0
市
民
が
相
談
で
き
ケ
ア
を
受
け
ら
れ
る
行
政

窓
口
の
設
置
と
「
人
生
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
」
の
育
成
。
全

国
に
先
駆
け
て
各
世
代
層
の
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
人
生
サ

ー
ク
ル
づ
く
り
を
推
進
す
る
。

南
城
市
ま
ち
づ
く
り
市
民
会
議
の
提
言
書
に

関
す
る
お
問
い
合
せ
は
、

ま
ち
づ
く
り
推
進
課
（
玉
城
庁
舎
）

電
話
　
９
４
８
―
７
１
１
０
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